
IUFRO関係

第 16回 IUFRO大会に出席して

長野県林業指導所 武 井 富喜雄

まえがき

第 16回IUFRO (国際林業研究機関連合）の世界大会は， 1976年 6月20日か

ら6月26日まで，ノルウェー王国オスロ市のオスロ大学で行なわれました。日本か

らの参加者は約 50名であったが， これは，次回 IUFRO大会が，わが国で開催され

る予定となっていたこともあって，かってない大ゲレゲイションとなったようです。

この大会に旅立つ前に，林業統計研究会運営委員長の新潟大の高田先生から，帰っ

て来たら一筆書いて欲しいとの要望があったのですが，私にとっては初めての外国で

あり，当地はと承知のように 6月～ 7月は白夜の国，ただでさえ頭の悪いところに寝

不足と時差ポケと英語ベタで，すっかり狂ってしまって大会の様子をうまく皆様に伝

えることができるかどうか心配ですが，約束した以上一筆書こうと決心した次第です。

IUFRO(International Union of Forestry Research Organization) 

は現在世界 78か国 27 4機関が参加し，日本からも大学を始め林業試験場や研究所

など多数が加盟しており， 6部門 80余の分科会が設けられ，活発な活動が行なわれ

ているようです。なお， IUFROの生いたち，組織，その他について，林試の松井さ

んが「林業技術」 1974,Vol 12, A'o.393に詳しく報告されておりますので．読んで

いただきたいと思います。

また，林業統計に関係する IUFRO部門は，部門 4ですが，部門 4への日本からの

参加者は，九大の木梨先生，林試の西川，態崎さんと私の 4人でした。部門 4といっ

てもその分野は広く，木梨先生と西川さんは主として Inventoryゃ Remotesen-

singの方に出席されたようですし，態崎さんは， Manage r i a 1 e con om i c sの万

に出席されたようで，私は Thinningと Growthmode 1などの研究会に出席しま

した。私以外の研究会についてはこれらの方々に連絡を取れば，詳しくお教え願える

ものと思います。
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●なとやかな雰囲気の中での会議•

6月21日（月）は IUFRO会議の開会式の日であり，すばらしい晴天の日でした。

開会式はオスロ大学大ホール（体育館兼用）で大会参加者約1,50 0人が集まり，ノ

ルウェー皇太子Herald殿下，総理大臣，林野庁長官らの出席のもとに，なとやか

な雰囲気の中で始められました。今回の会議の議長であるノルウェー林業試験場の

I. S arose tの司会のもとに，総理大臣の開会宣言， IUFROの歌の全員合唱，ホル

ン演奏，総理大臣，議長のあいさつ，英米ソなど優秀な研究成果を上げた研究者の表

彰，などが続き，ノルウェ一国営放送局のオーケストラの演奏とともに開会式を閉じ

ました。議長の I.Samsetは，歓迎の言葉の中で， 「今回のテーマである疇限られ

た資源のもとでの森林”について素材の提供源としての森林と自然．としての森林との

調和をいかにして保つかを，おおいに討議して欲しい。また，討議を通じて研究者相

互の理解と林業研究の発展の促進をお願いすると同時に，ノルウェーの人々と接し，

国情を見聞され，楽しく会議を送って欲しい。」と述べられました。議長がユーモアに

富んだ人のためか，一般には形式的になりがちな開会式も，なとやかな雰囲気の中で

行なわれました。

参加者は 65か国から会員 1,00 0人，同伴夫人 250人，ノルウェー人 250人で

合計 1,500人ぐらいとのことでありました。参加国では最も多い米国が 21 0人，っ

いでノルウェー，スエーデン，西ドイツ，英国，カナダ，日本， フランスなどで 80 

~5  0人であり，また，東南アジアやアフリカなどからの参加者は各国 1~ 2名と少

なく，ソ連も 6人と少ないのには驚かされました。

●部門 1V での研究発表と討論•

IUFROは研究部門に 6部門を持って活動しているが，その 1部門は森林環境およ

び造林， 2部門は森林植物および森林保護， 8部門は森林作業と技術， 4部門は計画

経済，成長と収穫，経営および林政， 5部門は林産， 6部門は一般共通問題である。

私の参加した 4部門は， Subjectグループ（比較的長期間にわたって研究活動を

行なうもの）が 6' その中で特定の問題について研究するWorkingグループ 20, 

いくつかの専門分野にまたがる研究課題の研究を一定期間行なう Projectグループ

6' で構成されています。

4部門の長 (DivisionalCoodinator)は， G.Speidel(西ドイツ）であり，
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各SubjectグループやProjectグループ，およびWorkingグループにグループ

リーダーがいます。

また， IUFRO会議での研究討論は，これらの Subjectグループや Projectグ

ループ別に行なわれるとは限らず，特定のSubjectグループと Projectグループ

が一緒になったりして研究討論を進めているようでありました。

4部門の全員総会は開会式のあとで， 15:oo~11:00まで行なわれた。

G.Speidelが議長で独語でペラペラやられたのには全く参ってしまった。

IUFROは公用語として，独仏英の三か国語となっているため，問題はないのであ

るが，最初から SubjectグループとかWorkingグループとかいう言葉が出て，グル

ープの意味をもよく理解していなかったために，言葉の難解さと重なって苦戦となっ

た。討議議題は，現在あるグループの解消，新設， アフリカやラテンアメリカの諸国

について適当なtopic的Workingグループの新設，研究員の参加費用の問題，次

回の 4部門のCoodinatorの選出，などについて話し合った。各Subjectグループ

のリーダーが出て意見を述べたが，結論は次回総会 (28日）まで見送りとなった。

6月22日（火）から研究発表と討論が行なわれた。以下．私の出席した研究会につ

いて記してみたい。

〇間伐 (Thinning)について CAM10:oo~PM1:00) 

この研究会は Subjectグループ 1(測定，成長と収穫）と Projectグループ 2

（部門 lと8と4とでの「間伐の収穫と経済」）との合同で行なわれた。

チェアマンはH.Kramer(西ドイツ）であり，ゆっくりした語調で独語と英語を

使って進められた。まず最初に G.H.Hamilton（英）が，疇異った間伐方法が収穫

量に及ぽす影響について”と題して Invitedpaper (部門で招持して発表する）

で発表した。間伐の研究では良く名前を見たことがあるが，この人かとしげしげと見

たものであった。

彼は，今日までのいろいろな間伐方法とその収穫量について，多くの研究者による

研究成果について総論的に論じた。たとえば，間伐万法として，点状間伐，列状間伐

両者の併用間伐などについて間伐強さと収穫量の関係を述べ，最近の傾向として労力

不足と経済性の面から間伐は機械化へと進んだが，機械化による間伐はどの方法をと

っても生産量を減少させるようだといい，これをいかにして防ぐかが問題だと結んだ。
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次に， H.A.Froehlich (アメリカ）が，やはり Invitedpaperで，“いろいろ

な間伐方法が土じょうと林木に与える影響”について論じた。

機械間伐（トラクター，スカイライン）は，残存木の幹に少なからず偽を付ける結

果，生長減少がみられる。また， トラクターでのふみつけは土じょうの密度を増加さ

せるといい，tことえば， 6回のふみ・つけに 85彩も密度が増加し， もとの土じょうに

返るには， 4 0年もかかるとして，極端な例では， 2 6年生のLoblolypineで50

彩の生長減少となったと報告した。

三番目は， A.B.Berg(アメリカ）で， Volunarypaper (会議の時に議長に

申し込んで発表する）であった。発表題名は， “オレゴン州に於けるダグラスファー

幼齢造林地での生長動態”であった。 25年生のダグラスファーについて，断面積を

ha当り 87点， 80吋， 28品になるよう間伐した結果， Controlとくらべ，断面栢生

長星，および生長率，直径生長星および率とも強度間伐ほど良かったという。

四番目は， G.J.Gallagher (アイルランド）で，やはり Voluntarypaperで

あって，題名は， い一貫した間伐システムの計画”でした。

アイルランドは幼齢林が多く，約半数以上が 25年生以下の森林である。このため

間伐をいかにするかが問題であるが，アイルランドの地形と閻伐機械，間伐の時期及

び方法，回数などを組合せた間伐パターンを作った。

午後からは，チェアマンにどうしてもということで，頼み込んで発言を許された，

A.B.Rudra (オーストラリア）が'..間伐研究に対する討論一平行四辺形の利用

一生長シミュレイションのための最適方法”を発表した。

この実験計画は 12年生 radiataマツに対し，間伐期間を 2年ととの三期間，間

伐率を 5強度として平行四辺形の形となる処理を実施し，これを新らしい短形要素に

変換して解析を進めるといったもののようで，間伐シミュレイションには，林木の個

体をいろいろなカテゴリー（優勢木とか病虫害にかかっているか否かとかいったもの）

に分類し，一方，林木相互間の相対位置も格子の中で割り当ててシミュレイションを

進めるというものであるらしい。

なにしろ早口にて話されたので参った次第である。そのためか，質問も全く出なか

った。

二番目は， A.L。Lundgren(アメリカ）の～アカマツ林での間伐計画と初期本数
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密度の経済的価値”であった。アメリカのミネソタ州やミシガン州から集めた断面和

データを利用して生長量や収屈の数式を作り，樹高生長曲線などと合わせていろいろ

な地位や初期本数密度，間伐計画などから収穫量を求めるコンピュータープログラム

を作った。これを利用すると，経費や価格を仮定すれば，製材用材林としてのアカマ

ツ林の最適初期本数密度はha当り 50 0本であるという。

三番目は，デンマークのBienoeが°デンマークでの機械化による間伐の現状につ

いて”スライドで発表があった。トラクターの先に付けたチェンソーと枝打ドラムに

より，人手を出来る限り省いた間伐方法には驚かされた。

平担な林であるために出来ることで，わが国では無理であろうとも思ったりした。

最後は P。Guillon (フランス）の a 人工造林地の初期間伐の経済性”についてで

あった。

なにぶん，すべてがフランス語で進行したため図表で理解するしかなかったが，造

林的取り扱いとある経済埜準間には星的関係が得られ，単純なモデルを利用すれば蚊

も適度な経済的な取り扱い法を求めることができるという。

以上たっぶり一日研究発表を聞いた。人数は 20~25人位であったと思われ，単純

な質問のやり取りではあった。発表された論文も，あまりすぐれているとは言えなし、

ようで，日本と比較しても，わが国の水準から見て劣るとは思われなわった。

6月28日（加は，朝の 10時 30分より 4部門の総会であった。とは言うものの

2 1日の総会後からの調整がうまく行かなかったのか，開会後ただちに，あらかじめ

予定してあったソ連のG.I.Vorobyevのロソ連の林業”について総括的な話があっ

ただけで，そのあと休憩となった。オスロ大学の図書売店で本を見ていたら，集会の

時間を忘れてしまって，会場に飛び込んだら終ったあとであった。ちょうど西川さん

や態崎さんがいたので聞いてみると，次期のDivisional Coodinatorは，現在

Subjectグループ 6(Forest policy)の Workingグループ 1(小さな林業地

域に適応させた林業施策の効果）のリーダーをしている R.Plochmann (西ドイツ）

に決ったということであった。

研究討論は実験方法 (Expe r i men t s)についてであった。チェアマンは熱帯造林

に関する研究をやっているイギリスのH.L.Wrightであった。

彼がまず Invitedpaperで，＂生長モデルのデータ源としての実験計画”とい
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うことで造林学的立場から，地栴から植栽本数，施肥，枝打間伐強度，伐期，病虫害

なども考慮した造林的モデルを組立てる必要性を述べた。

次に， Voluntary paperで，疇アフリカ諸国におけるデータ収集と試験地”に

ついて，J.0.Adegbehin(タンザニア）が発表した。試験地が放棄されたり，試験

林が伐られたり，測定者の未熟からよいデータが集まらないといった現状を述べた。

中にはゾウによって試験林が荒されたと発表すると，ー同大爆笑となった。

2 8日は夕方 7時からMidsumerEveに IUFRO出席者全員が招待されていた

ためか，早めに終了した。

2 4日（木）は一日たっぷりの研究会であった。

チェアマンは B.L.Lanford(アメリカ）であり．最初に発表したのだが，

J.Pollanschuz (オーストリア）で，彼は Subjectグループ 1の副リーダーで

あるが， Invited paperでの発表題名は゜生長研究での実際問躁”であった。 生

長研究の現状を概括した。次に， K.Johann(オーストリア）が Voluntary

paperで，攣肥培にともなう Norway-Spruceの樹幹上の断面積生長”について発

表した。肥培によって樹幹上部の断面積生長が極端に大きくなることを認めたという。

三番目には， Invited paperで， D.R.Glew (カナダ）が，“プリティッシュコ

ロンピア州におけるコンピューター利用による資源計画での生長モデルの基本データ

について’'発表した。基本資料として，生長タイプや土嬢型， レクレイション地城，

など 9種のタイプ分けを行ない，地域ととに生長予測を行っている事例を紹介した。

四番目は，J.H.Bartet(フランス）で，“フランスアルプス地方の生産性につい

て”Voluntary paperで発表した。樹高生長曲線と材積生長曲線を多数用いて発

表していた。

五番目は， B.L.Lanford (アメリカ）で，チェアマン自ら Voluntary paper 

で発表した。題名は，｀CFIデータからのシミュレイションによる林分計画”であ

る。 CFIは (ContinuousForest Inventory)の略で，林分を連続して調査す

ることによって枯損傾向や，直径生長，材積生長傾向をは握し，生長モデルを組み立

てた。六番目は，J.Alves (プラジル）で9..Norway spruceとWhitefirと

Scotch pineの細りについて’'報告があった。 5種類のテーパー式を用いて分析し

たが， Kozak(1 9 6 9)のテーパー式が最もあてはめが良かったという。
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七番目は， A.R.Stage (アメリカ）で'..森林測定データと生長モデルの組立て”

であった。

とくに，地位の効果，病虫害に対する強さ，気候変異，生態系の変異などを利用し

て生長モデルを組立てたところに興味があった。

八番目は， G.SeibtC西ドイツ）の攣肥培によるトウヒとマツの生長”について

報告があった。

以上，私の聞いた報告について，ほんの概要だけを述べたのですが，紙面も決めら

れておりますのでお許し下さい。研究発表会の様子がなんとなくでも理解していただ

ければ幸いです。なお，九大の木梨先生は， Remote Sensingの方で9..Monitor-

ing Forest Envi roment with Photo Densitometer Through Successive 

Sampling,..と題して発表しております。

●大会あれこれ，ノルウニーと林業•

大会期間中なにしろ1,00 0人以上の研究者が毎日集まる事務局前のホールは大変な

にぎやかさですが，とくに外人の話し好きには驚かされました。事務局も大勢のアル

バイトを使っているようですが，私のような変な英語を話すものから， フランス語，

独語といろいろの言葉が出て来て大変だったようです。

研究発表会も午前の部が午後 1時までで，昼休みが 8時までの 2時間，昼休みの暇

をつぶすのが容易ではありませんでした。

オスロの街はとてもきれいで，日本の都市のような大きなピルはあまりありません。

人口は 50万ぐらいだそうですが， 1 km四方が街の形をしていますが，それ以外は郊

外でして，芝生に囲まれた家々が散在しています。

オスロの地下鉄は木造の日本でいうチンチン電車，女性の車掌が多く大柄で圧倒さ

れそうです。これに乗って有名なスキーのジャンプ台のホルメンコーレンや，彫刻で

有名なフログネル公園にも行くことができます。 1時間以内なら同じ切符でもう一度

乗ることが出来ます。地下鉄といっても1kmぐらいが地下で，あとはすべて土の上を

走ります。

若い女性はほとんどデニムのズポンですし，大柄のためか，後ろからでは男性か女

性か区別がつかない場合があります。

6 ~ 7月は夏休みの季節，白夜は 12時とろが最も薄暗くなるぐらいで，ほとんど
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昼間同様，寝不足に陥り，アクピばかりになってしまいました。連中は年に 1度の夏

ということで，昼間は，男は上半身裸，女は水泳着で日光浴といった光景がどこにも

見られます。

食事はほとんどバイキング方式で，自分でよそって食べる方式です。日本で想像す

るようなすといものはありません。（ハイクラスの料亭で食べなかったため）。ただ

サケの切身の大きいことと，サケのサシミを食べられたのは最高でしたか，｛直段は闘

<, 1食が最低 1,50 0~2,000円はかかります。
郊外は森と湖と青く広々とした牧草畑だけになります。森林はほとんどが欧州アカ

マツと欧州トウヒの天然林で，他にカンパが数種あるぐらいで単調であって，林内柏

生もまた単純で， コケモモやミヤマハナゴケなど数少なく，草丈も低く，下刈ぱ不要

といったところです。

生産力も低く，ほとんどの林地土じょうはポドソルで．） このため，欧州トウヒで，

2 0年生では 5~6  mの樹高です。したがって伐期は 10 0年以上かかりますが，そ

れでも樹高 20~25mぐらいのものしか出来ません。海抜が 50 0 m以上であった

り，ノルウェー海に面した北部では，平地でもツンドラが見られます。森林面栢は国

土の 26 96, 所有形態は 97彩が個人有だそうです。木材加工産業か多く，木材の刹

用は，駅のプラットホームが木材というくらい多く利用されています。

あとがき

限られた紙面も大分オーパーしてしまったようですが，次回はわが国で IUFRO

大会を行なうことになったようです。ノルウェーはこの大会を立派に成し遂げました。

わが国でも， ノルウェーのようにうまく出来るかどうか心配となってきましたが，成

功を期待し，この辺で筆を晋きたいと思います。

以上
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